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にち

午
ご

後
ご

2 時
じ

46 分
ぷん

に，

宮
みや
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ぎ

県
けん

の太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

で大
おお

地
じ

震
しん
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発
はっ

生
せい

しました。
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ち
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り
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じ

震
しん

で

津
つ

波
なみ

がおこり，ここでも
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ひ

害
がい

があったんだ
あっ

みんなにげろ !
高

たか

台
だい

にあがれ !!

じ
し
ん
だ
!
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お

き
い
ぞ
!

このとき社
しゃ

長
ちょう

の高
たか

橋
はし

さんは，小
ちい

さいころ

おばあちゃんやお父
とう

さんからなんども聞
き

かされて

いたことを思
おも

い出
だ

したのです。そして……。

地
じ

震
しん

のあとに
津
つ

波
なみ

がくる……

津
つ

波
なみ

がかならず来
く

ると思
おも

っていた高
たか

橋
はし

さんは，

じゅうぎょういんが

車
くるま

のかぎをとりに行
い

くのを

やめさせ，

みんなをうらの階
かい

だんをつかって

15 メ
め

ー
え

ト
と

ル
る

も上
うえ

の高
たか

台
だい

に避
ひ

難
なん

させたのです。

小
ちい

さいころ聞
き

いたおばあちゃんやお父
とう

さんの

話
はなし

をわすれず避
ひ

難
なん

行
こう

動
どう

をとったおかげです。

南
みなみ

三
さん

陸
りく

町
ちょう

の水
すい

産
さん

加
か

工
こう

会
がい

社
しゃ

「行
ぎょう

場
ば

商
しょう

店
てん

」での出
で

来
き

事
ごと

です。

長
なが

くてはげしいゆれに，みんなはこわがり

立
た

っていられないほどでした。

会
かい

社
しゃ

は津
つ

波
なみ

にのまれてしまいましたが，

じゅうぎょういんは全
ぜん

員
いん

無
ぶ

事
じ

でした。
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